公益財団法人 全日本空手道連盟（全空連 ＪＫＦ）競技規定2018抜粋
小田原地区空手道連盟 芳空塾
空手道競技の説明

■組手競技とは・・・ルールに従って相対する選手が実際に技の攻防を行い、得点を競うものである。

Ⅰ　コ ー ト　　　８m×８ｍ（内側１ｍに警告エリア、各辺２ｍの安全域）

Ⅱ　服装・容姿　　●競技者は白の空手衣を着用（身丈は腰を覆い大腿3/4以内で、袖は前腕1/2～手首まで、下衣は下肢の２/３を覆い踵が隠れない長さ。袖や裾を捲り上げてはならない。
●公認安全具（拳サポーター、マウスピース、ボディープロテクター、シンガード、インステップガード）を着ける。現状、多くの国内大会ではメンホーが必着となっている。
●髪や爪の手入れをして清潔感を保ち競技の妨げにならぬようにする。目立たぬゴムバンド以外の使用は禁止。眼鏡も禁止。包帯、パッド、サポーター等の使用は許可が必要となる。
●服装や装具が不適当な場合、１分以内に正さないと出場資格を失う。

Ⅲ　審判構成　　　主審１名、副審４名、監査１名　ほかに時計係、告示係、記録係および記録主任が配置

Ⅳ　競技時間　　　成年男子：３分　成年女子：２分　カデット＆ジュニア：２分

Ⅴ　得　　点　　　●１本（３ポイント）…上段蹴り／投げられた、または倒れた相手への得点技
　　　　　　　　　●技あり（２ポイント）…中段蹴り
　　　　　　　　　●有　効（１ポイント）…中段または上段突き／打ち

　　　　　　　　　【得点基準】
良い姿勢、スポーツマンらしい態度、気力（技の力とスピード、確固たる意志）、
残心（相手の反撃の可能性への意識）、適切なタイミング、正確な距離※

※頭部、顔面、頸部※へのスキンタッチまたは５ｃｍ以内の突きや蹴りは適切な距離
※カデット＆ジュニア大会では、頭部、顔面、頸部に接触しない１０ｃｍ以内の距離が適切（上段蹴りでのスキンタッチは許可。14歳未満は禁止。それ以外の攻撃部位も過度の接触は禁止。14歳未満は中段もスキンタッチ以上は無得点。12歳未満は足払い、倒し技が禁止。

【攻撃部位】
頭部、顔面、頸部、胸部、腹部、背部、脇腹

Ⅵ　判定基準　　　８ポイント差が生じた場合、得点の多い競技者、反則、失格、棄権が課せられた場合。
　　　　　　　　　※無得点または同点で先取がない場合、主審と副審の判定により、勝者が決定される

　　　　　　　　　【判定基準】
　　　　　　　　　①態度、闘争精神、力強さ　②戦略や技術の優劣　③多くの技を仕掛けた選手

Ⅶ　禁止行為　　　禁止行為は、カテゴリー１とカテゴリー２に分類され、それぞれに該当する禁止行為を繰り返した場合や、その度合いによりウォーニング（違反）やペナルティー（罰）が科せられる。ただし異なるカテゴリー間での交差累計はない。

●カテゴリー１
　　　　　　　　　　１　過度の接触技、喉への接触技　２　腕、脚、股間部、関節、または足の甲への攻撃
　　　　　　　　　　３　開手による顔面への攻撃　４　危険または禁止されている投げ技

　　　　　　　　　●カテゴリー２
　　　　　　　　　　１　負傷を装うこと、または誇張すること　２　原因が相手によるものでない場外
　　　　　　　　　　３　自ら負傷を受け易いような行動をとる、または自己防衛が出来なかった場合（無防備）
　　　　　　　　　　４　格闘回避（相手の得点妨害）５　不活動―戦わない（競技終了１５秒未満は不適用）
　　　　　　　　　　６　得点技または倒すことを試みず、組み合い、押し合い、胸をつき合わせたりすること
　　　　　　　　　　７　相手の蹴り足を掴み倒す場合を除き、両手で相手を掴むこと
　　　　　　　　　　８　相手の腕または空手着を片手で掴み、即座に得点技または倒そうとしなかった場合。または投げられないように相手を掴み続けること
　　　　　　　　　　９　安全を損なう技、危険で不制御な攻撃　10　頭部、膝、肘で攻撃しようとした場合
　　　　　　　　　　11　審判の命令に背き相手に話しかけること、または相手を刺激すること、審判団に対する無作法な態度、または道徳に反する行為

Ⅷ　違反と罰則　　ウォーニングには、3つのレベル（忠告、警告、反則注意）がある。
　　　　　　　　　●忠告…１回目の軽微な違反に科せられる。
　　　　　　　　　●警告…同じカテゴリーの２回目の軽微な違反又は反則注意に値しない違反に科せられる。
　　　　　　　　　●反則注意…既に警告が科せられている時又は反則に値しないが深刻な違反に科せられる。
　　　　　　　　　　※競技終了15秒前に格闘を避ける行為（上記カテゴリー２の２と４および６～８）は、反則注意となり、先取があった場合は取り消しになる

ペナルティーには、２つのレベル（反則および失格）がある。
●反則…非常に重大な違反対して、又は既に反則注意が有る場合に科せられる。
●失格…大会、競技への出場資格を失う。失格は審判委員会により協議される。主審の命令に背く、空手道の威信や名誉を傷つける、競技規則や精神に反する行為に科せられる。

■形競技とは・・・流派で継承されている形を演武し、その練度、正確さ、緩急、その他の諸要素を、総合的に競うものである。

Ⅰ　形の種類　　　●基本形1ゲキサイ（剛柔流）・2平安（糸東流）・3平安（松濤館流）・4ピンアン（剛柔流）
●第一指定形：セーパイ（剛柔流）、サイファ（剛柔流）
バッサイ大（糸東流）、セイエンチン（糸東流）
ジオン（松濤館流）、カンクウ大（松濤館流）
セイシャン（和道流）、チントウ（和道流）
●第二指定形：セーサン（剛柔流）、クルルンファ（剛柔流）
マツムラローハイ（糸東流）、ニーパイポ（糸東流）
　　　　　　エンピ（松濤館流）、カンクウショウ（松濤館流）
　　　　　　クーシャンク―（和道流）、ニーセーシー（和道流）
●得意形：スーパーリンペイ（剛柔流）、ニーパイポ（糸東流）アーナン（糸東流）
　　　　ウンスー（松濤館流）、ソウチン（松濤館流）ほか多数

Ⅱ　審判構成　　　主審１名、副審４名

Ⅲ　勝　　敗　　　●審判員の過半数の旗表示を獲得したものが勝者となる
　　　　　　　　　●審判団は基準となる主な２項目（技術面、競技面）により評価する
　　　　　　　　　１）技術面…a立ち方 b技 c流れる様な動き dタイミング/同時性 e正確な呼吸法 f極め
 g技の難易度 h一致性（流派の形の基本に一貫性があるか）
※分解演武：dタイミング eコントロール g演武技の難易度 h（実際の動きの使用）
                  ２）競技面…a力強さ bスピード cバランス dリズム　※分解演武：dタイミング

Ⅳ　反則・減点　　●反則　１　申告と異なる形の演武　２　演武開始終了の礼の欠如　３　技の中断や停止　
４　審判妨害　５　帯の落下　６　演武時間の超過（６分以上）　７　品行粗悪
※国内規定…基本形の挙動の増減、順序間違い、指定形に変化を加えた場合
●減点　１　体勢の崩れ　２　不正確な動き、不十分な作法、不十分な受けや突き
３　非同時性の動き　４　足を鳴らしたり、胸や腕または空手着を叩いたり、無暗に息を吐き出す等、不自然な音を出す行為　５　帯の緩み　６　時間の浪費
　　　　　　　　　　　　　※国内規定…基本形に変化を加えた場合、大幅な減点（立ち方、緩急、技の使い方）
　　　　　　　　　　　　　指定形演武の際、如何なるバリエーションも不可（内容により反則又は大幅減点）

Ⅴ　その他　　　　形競技場は、組手競技場と併用され、競技者および審判員の服装も組手競技と同様で行う。
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